












要約:文献的研究では SIDS が疫学的に生後 3-4ヵ月までに発症する群とそれ以後に発症す

る群とは病像が異なり、真の SIDS は前者に多いことが示唆された。またうつ伏せ寝との関

連についての報告が多くみられ論議を呼んでいる。病因病態では依然脳幹機能と arousal 

deficit の関連が中心であった。ホームモニタリングにおいてはハイリスク群より ALTE の

症例がより適応であろうと述べられている。 

疫学的研究は愛知県では死亡小票により、神奈川県では医療機関に対するアンケートによ

り行われた。広義の SIDS の出生 1000 に対する発症頻度は愛知県では O.68(1987 年)、

0.65(1988 年)であり、神奈川県では 0.34(1990年)であった。前者の剖検率は 4.3%であり、

後者は 63.0%であった。今後もより詳細な研究により疫学的危険因子の解明が必要と考え

られた。 


